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1 はじめに

大学で主に学ぶ統計力学は主に熱平衡について扱っているが．これはあくまで特殊な場合につ

いてのみ扱っている．ならば非平衡物理学も総括したもっと一般的な考え方を生み出すことがで

きればそれこそが統計力学の終着点といってもよいだろう．そこで、非平衡統計力学を体系化し，

一般的な議論へ近づいていきたいのだがこの非平衡統計物理学はまだ体系としては発展途上で

あり今日でも研究段階である．本発表では今日の非平衡統計力学の考え方に大きく影響を与えた

Boltzmann方程式を紹介したい．この方程式は気体分子などの注目する粒子を Newtonの力学の

観点から運動を記述するような気体の分子運動論から考えていくことによってこの時に考え方の根

幹として粒子の輸送現象を考えることで下に挙げる Boltzmannの輸送方程式として導き出された．
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この方程式の右辺に出てきている衝突項は，注目する粒子系によってその形を変える．この方程式

から熱力学第二法則に大きくかかわりのあるエントロピーを考える H定理が生まれ，これが非平

衡統計力学の考え方の一つの題材となった．　

2 概要

「はじめに」で述べた通り非平衡統計力学はいまだに発展途上でありいくつかの成果は上げられ

ているのだがその体系は出来上がっていない．まずは上に挙げた Boltzmann 方程の導出を述べ，

次にこの本発表の主な目的である方程式からどのようなことが説明できるのかということををいく

つかの例を挙げながら述べる．最後に非平衡統計力学がどのような発達をしてきたを簡潔にまとめ

ることにする．
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